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支援を必要としている子どもたちのための2つのプロジェクトを通じて
総額約5,000万円の寄付が決定 
 
株式会社LIXIL（以下 LIXIL）は、日本国内で2024年10月～12月の3か月間実施した2つのプロ
ジェクト「住まいから未来へつなぐプロジェクト2024 ～気候変動の影響を受ける子どもたちの
ために～」と「みんなにキレイをプロジェクト2024 ～世界中にトイレと手洗いを～」におい
て、総額約5,000万円の寄付を決定しました。両プロジェクトによる寄付金は、支援を必要とし
ている子どもたちのためのユニセフ（国連児童基金、以下ユニセフ）の活動に活用されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■ハウジングテクノロジー事業による支援プロジェクト「住まいから未来へつなぐプロジェク
ト2024 ～気候変動の影響を受ける子どもたちのために～」を通じて、東南アジア諸国への支援
を決定 
日本国内で対象商品を1台ご購入につき50円または100円を、ユニセフを通じて気候変動による
影響を受ける国と地域の子どもたちの支援に寄付するプロジェクト「住まいから未来へつなぐ
プロジェクト2024 ～気候変動の影響を受ける子どもたちのために～」での寄付金総額は、
2,906万円となり、2023年の同期間に実施したプロジェクトからの寄付額を大きく上回りまし
た。本プロジェクトによる寄付金は、気候変動による影響を受ける国と地域の子どもたちへの
自然災害緊急支援と、気候変動に対する適応力と回復力を強化するための気候変動対策支援の2
つの活動に充てられます。前者については、2024年9月に東南アジア諸国を襲った台風11号
（ヤギ）と南西モンスーン豪雨による洪水と地滑りの影響を受けた、ベトナム・タイの子ども
と家族への支援、ならびに、頻発する気象災害により被害を受けているフィリピンに対し、支
援を行うことを決定しました。 

 



 
 
 
大型台風11号（ヤギ）は、東南アジア地域の国々へ集中豪雨をもたらし、河川氾濫や地滑りを
引き起こしました。その影響で、地域内で150万人以上の子どもたちが直接的な被害にあい、清
潔な水、教育、医療、食料、避難所へのアクセスを失い、社会から疎外される危機的状況に追
い込まれました。そして、フィリピンでは、2024年10月以降、立て続けに発生した熱帯暴風雨
をはじめとした気象災害により、広範囲にわたり壊滅的な被害を受け、およそ130万人の子ども
が影響を受け、30万人以上が避難を余儀なくされました。 
本プロジェクトの寄付金の一部は、ベトナム・タイ・フィリピンの子どもたちに対し、安全な
給水・衛生環境の整備、心理社会的ケア、学習機会を継続するための支援の提供などに充てら
れます。 
 
LIXILは、「Zero Carbon and Circular Living（CO₂ゼロと循環型の暮らし）」を掲げ、2050
年までに、事業プロセスと製品・サービスを通じてCO₂の排出を実質ゼロにし、水の恩恵と限り
ある資源を次世代につなぐ環境分野のリーディングカンパニーを目指しています。ハウジング
テクノロジー事業では「住まいから未来へつなぐプロジェクト」を通して、世界中の誰もが気
候変動や気象災害のリスクに備え、必要以上におびえることなく、安心して豊かで快適な暮ら
しができるように、気候変動の影響を最も受けやすい子どもたちと地球環境を住まいから守っ
ていく活動に取り組み、SDGs目標3、6、13、17の達成に貢献します。 
 
「住まいから未来へつなぐプロジェクト」HP：
https://www.lixil.co.jp/minnadesmileecopj/thinkheat/sumamira/ 
 
 
■水まわり事業による支援プロジェクト「みんなにキレイをプロジェクト2024 ～世界中にトイ
レと手洗いを～」を通じたケニア支援 
グローバルな衛生課題の解決に貢献するため、ユニセフとのグローバルパートナーシップ「
MAKE A SPLASH!」を通じて、日本国内の対象商品を１台ご購入につき150円を寄付する「み
んなにキレイをプロジェクト2024 ～世界中にトイレと手洗いを～」での寄付金総額は、2,000
万円となりました。本プロジェクトでの寄付金は、昨年に引き続き、ユニセフとのグローバル
パートナーシップ「MAKE A SPLASH!」を通じてケニアの衛生環境改善の取り組みに活用され
ます。 
 
ケニアは、経済の発展に伴い2015年に「中所得国」となったものの、基本的な衛生設備（他の 
世帯と共有していない、改善されたトイレ）を利用できているのは人口のわずか36.5%で、い
まだ深刻な衛生課題を抱えています。特に農村地域や都市部の低所得者が住む地域では基本的
な衛生設備へのアクセスが乏しく、約360万人が衛生設備を利用できずに、屋外での排泄を余儀
なくされています。病気の蔓延を防ぎ、地域の健康を改善するには不十分な状況です。 
 
本プロジェクトの寄付金は、ケニアにおけるさらなる衛生環境改善のために以下の活動に活用
されます。 

● 2025年に12万5000人が屋外排泄から少なくとも基本的な衛生設備に移行し、さらに
10万人が改善されていない衛生設備から基本的な衛生設備に移行することを目指してい
ます。そのために、衛生的なトイレや手洗いの設置や、トイレを設置する技術を身につ
けるための職業訓練を行います。 

 

https://www.lixil.co.jp/minnadesmileecopj/thinkheat/sumamira/


 
 

● 学校のトイレを整備し、地域コミュニティ全体に清潔なトイレや手洗いの重要性を啓発
する「学校トイレ改善プログラム（STEP）」をこれまでの10校からさらに50校に拡大
し、15,000人の学校児童に学習環境で安全に管理されたトイレ施設を提供します。 

 
LIXILは、2025年までに1億人の衛生環境の改善を通じて生活の質の向上に貢献するという目標
の実現に取り組んでいます。この野心的な目標を達成し、衛生課題に対するインパクトを最大
化するために、水と衛生の分野に知見がある、影響力を持つ国際機関や各国の政府機関、専門
機関、NGO、ビジネスパートナーと連携しています。昨年のプロジェクトで集められた寄付金
は、ユニセフとのグローバルパートナーシップ「MAKE A SPLASH!」を通じて、ケニアで基本
的な衛生設備を使用できない約22万5,000人の衛生環境改善に貢献する活動に使われていま
す。詳細については下記をご覧ください。 
2023年プロジェクトの寄付レポート： 
https://www.lixil.com/jp/makeasplash/pdf/MaS_Kenya_Report2024.pdf 
「みんなにキレイをプロジェクト」HP：
https://www.lixil.co.jp/corporate/sustainability/minnanikireiwopj/ 
 
 
＜参考＞ 
■LIXILのインパクト戦略とSDGsへの貢献  
LIXILでは、「世界中の誰もが願う、豊かで快適な住まいの実現」というPurpose（存在意義）
の実現を目指して、急速に変化する世界において日々の暮らしと社会にインパクト（良い影
響）を生み出す製品やサービスの開発に取り組んでいます。特に、「グローバルな衛生課題の
解決」「水の保全と環境保護」「多様性の尊重」の3つを優先取り組み分野として、事業活動を
通じてさまざまな社会問題の解決を図ることで、SDGsの達成に貢献しています。 
HP：https://www.lixil.co.jp/corporate/sustainability/ 
Instagram：https://www.instagram.com/lixil_sdgs/ 
 
 
 
About LIXIL 
LIXILは、世界中の誰もが願う豊かで快適な住まいを実現するために、日々の暮らしの課題を解決する先進的な
トイレ、お風呂、キッチンなどの水まわり製品と窓、ドア、インテリア、エクステリアなどの建材製品を開発、
提供しています。ものづくりの伝統を礎に、INAX、GROHE、American Standard、TOSTEMをはじめとする
数々の製品ブランドを通して、世界をリードする技術やイノベーションで、人びとのより良い暮らしに貢献して
います。現在約53,000人の従業員を擁し、世界150カ国以上で事業を展開するLIXILは、生活者の視点に立った
製品を提供することで、毎日世界で10億人以上の人びとの暮らしを支えています。 
株式会社LIXIL（証券コード: 5938）は、2024年3月期に1兆4,832億円の連結売上高を計上しています。 
LIXILグローバルサイト：https://www.lixil.com/jp/ 
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